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副
会
頭
に
西
野
秀
保
氏
、
常
議
員
に
堀
松
誠
氏
を
選
任

留
萌
商
工
会
議
所

留
萌
商
工
会
議
所

　
　
　
第

　
　
　
第

243243
回回  

臨
時
議
員
総
会

臨
時
議
員
総
会

ボディに刺さった
鉄粉一発除去!!

留萌SS ☎４２－０５２４    ８：００～１８：0０（土日祝休み）
花園SS ☎４２－3410    ８：００～１８：３０（日・祝１８：００）

6,600円～（軽自動車 5,500円～）予約受付中

　

第
72
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が
七

月
五
日
㈯
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
岩
見

沢
市
民
会
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー 

ま
な

み
ー
る
で
開
催
さ
れ
、
道
内
四
十
二
商

工
会
議
所
の
正
副
会
頭
等
約
三
百
人
が

出
席
し
、
当
所
か
ら
は
大
石
会
頭
を
は

じ
め
十
名
が
参
加
し
た
。

　

本
大
会
は
、
道
内
各
地
か
ら
提
出
さ

れ
た
観
光
需
要
喚

起
や
鉄
路
維
持
な

ど
に
関
す
る
十
件

の
議
案
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
停

滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
北
方
領

土
問
題
の
早
期
解

決
を
国
に
求
め
る

特
別
提
案
二
件
を

全
会
一
致
で
決
議

し
た
。

　

引
き
続
き
、「
健

康
経
営
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
日
立
製
作
所
シ
ニ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
エ
ミ
プ
ラ
ス

ラ
ボ
合
同
会
社
代
表
の
吉
野
正
則
氏
が

特
別
講
演
を
行
っ
た
。

《
決
議
事
項
》

▽
現
下
の
状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景

気
・
経
済
対
策
の
実
行
に
つ
い
て

▽
人
手
不
足
へ
の
対
応
強
化
並
び
に
地

域
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

　

第
243
回
臨
時
議
員
総
会
が
、
七
月

十
二
日
㈮
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
大
石

会
頭
他
五
十
八
名
（
内
委
任
状
三
十
二

名
）
が
出
席
し
、
総
会
に
先
立
ち
北
海

道
商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰
規
定
に
基

づ
く
役
議
員
表
彰
・
職
員
表
彰
の
表
彰

▽
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
活
動

を
支
え
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

▽
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
向

け
た
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

▽
北
海
道
の
成
長
を
牽
引
す
る
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

▽
観
光
客
受
入
体
制
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

▽
北
海
道
新
幹
線

の
一
日
も
早
い
札

幌
開
業
等
に
つ
い

て▽
総
合
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

▽
防
災
・
減
災
国

土
強
靭
化
の
促
進

並
び
に
北
海
道
開

発
の
枠
組
み
堅
持

に
つ
い
て

▽
地
域
の
実
情
に

即
し
た
地
域
振
興

対
策
の
推
進
に
つ

い
て

《
特
別
決
議
事
項
》

▽
北
方
領
土
問
題
に
係
る
啓
発
活
動
の

強
化
と
解
決
に
向
け
た
交
渉
の
早
期
再

開
並
び
に
隣
接
地
域
へ
の
振
興
施
策
の

推
進
に
つ
い
て

▽
商
工
会
議
所
の
経
営
支
援
体
制
の
拡

充
・
強
化
に
つ
い
て

式
を
執
り
行
っ
た
。

　

大
石
昌
明
会
頭
が
「
商
工
会
議
所
の

運
営
に
ご
尽
力
頂
き
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
会
頭
就
任
以
降
、
留
萌
港
の
利

活
用
に
つ
い
て
重
要
港
湾
と
し
て
の
利

活
用
を
進
め
る
だ
け
で
は
前
に
進
ま

ず
、
漁
業
等
賛
同
が
な
け
れ
ば

道
に
も
国
に
も
道
筋
が
つ
か
な

い
。
地
域
に
人
が
集
う
準
備
を

大
事
に
、
魅
力
を
持
っ
た
地
域

を
提
示
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
大
石
会
頭
が
議
長

に
就
き
、
議
事
に
入
っ
た
。
な

お
、
議
事
は
全
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

▽
第
一
号　

副
会
頭
一
名
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

▽
第
二
号　

常
議
員
一
名
の
選

任
に
つ
い
て

▽
第
三
号　

そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号　

第
65
回
留
萌
商
工

会
議
所
会
員
大
会
・
会
員
交
流

会
の
実
施
に
つ
い
て　

他
七
件 

  

第第
7272
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会

提
出
議
案
及
び
特
別
提
案
の
可
決
さ
れ
る

提
出
議
案
及
び
特
別
提
案
の
可
決
さ
れ
る
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第
391
回
常
議
員
会
が
七
月
十
二
日
㈮
午

後
四
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
行
わ
れ
、

大
石
会
頭
、
堀
松
・
串
橋
副
会
頭
、
橋

本
専
務
理
事
他
常
議
員
十
四
名
、
監
事

二
名
が
出
席
し
、
総
会
提
出
議
案
を
原

案
通
り
承
認
し
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号　

第
243
回
臨
時
議
員
総
会
提

出
議
案
に
つ
い
て

▽
第
二
号　

第
65
回
留
萌
商
工
会
議
所

会
員
大
会
・
会
員
交
流
会
の
実
施
に
つ

い
て

▽
第
三
号　

会
員
入
会
の
諾
否
に
つ
い

て▽
第
四
号　

そ
の
他 

 （
報
告
事
項
）

▽
官
公
庁
へ
要
望
活
動
の
報
告
に
つ
い

て　

他
五
件

③

六
月
六
日
㈭
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

当
所
大
石
昌
明
会
頭
、
堀
松
秀
樹
副

会
頭
、
串
橋
伸
幸
副
会
頭
、
橋
本
る
み

子
専
務
理
事
、
畑
中
修
平
工
業
部
会
長
、

辻
本
哲
也
商
業
部
会
長
、
沖
田
謙
司
運

輸
港
湾
部
会
長
ら
が
留
萌
開
発
建
設
部

を
訪
れ
、
林
華
奈
子
部
長
他
各
次
長
等

幹
部
に
、「
道
北
商
工
会
議
所
連
合
会

共
同
要
望
事
項
」
と
「
地
域
優
先
購
入
」

の
六
項
目
の
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

要
望
書
は
、
昨
年
に
続
き
道
路
・
港

湾
・
河
川
の
整
備
に
関
す
る
五
項
目
と
、

地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
一
項
目
。

橋
本
専
務
理
事
が
各
要
望
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
提
出
し
た
共
同
要

望
及
び
、
地
域
優
先
購
入
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、「
地
元
中
小
・
零
細
企
業

に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
理
解
を
賜
り
た

い
」
と
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

林
部
長
は
、「
強
靱
な
国
土
づ
く
り

へ
の
貢
献
と
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤

の
形
成
に
資
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
、
維
持
管

理
に
つ
い
て
も
予
算
確
保
を
含
め
、
引

き
続
き
今
後
も
推
進
し
て
い
く
為
、
地

域
の
皆
様
の
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い
」

「
国
道
二
三
一
号
・
二
三
二
号
の
重
要

性
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
強
靭
化
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
、
予
算
を
確
保
し

て
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の
皆
様
の
声

を
聞
き
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
理
解
を
示
し
た
。
続
い
て
、

櫻
庭
尚
身
次
長
か
ら
地
域
優
先
購
入
に

つ
い
て
「
現
在
少
額
の
物
品
役
務
の
調

達
に
つ
い
て
は
、
競
争
参
加
機
会
の
拡

大
を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
方

式
を
実
施
し
て
い
る
が
、
是
非
積
極
的

に
地
元
企
業
の
皆
様
に
引
き
続
き
参
加

を
お
願
し
た
い
。
地
方
創
生
の
観
点
を

含
め
、
物
品
役
務
の
調
達
に
お
い
て
さ

ら
な
る
改
善
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。」
と
回
答
を
頂

い
た
。

【
要
望
事
項
】

▽
道
北
商
工
会
議
所
連
合
会
共
同
要
望

一
、
暮
ら
し
の
安
全
を
守
り
、
地
域
の

発
展
を
図
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
老
朽
化
対
策
、
維
持
管
理
に

必
要
な
予
算
の
安
定
的
な
確
保
に

つ
い
て

二
、
国
道
二
三
一
号
・
二
三
二
号
の
強

靭
化
に
つ
い
て

三
、
国
道
二
三
九
号
霧
立
防
災
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

四
、
留
萌
港
の
利
用
、
整
備
促
進
に
つ

い
て　

五
、
直
轄
河
川
留
萌
川
の
河
川
事
業
・

防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▽
地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望

第第
391391
回回

常常  

議議  

員員  

会会

留
萌
開
発
建
設
部
へ
の
要
望
書
提
出

留
萌
開
発
建
設
部
へ
の
要
望
書
提
出

地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
な
ど

地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
な
ど

　

当
所
議
員
会
（
西
谷
英
樹
会
長
）
の

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
が
七
月
十
日
㈬
午
後

五
時
か
ら
、
留
萌
産
業
会
館
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
、
西
谷
会
長
ご
夫
人
含
む

四
十
五
名
が
参
加
し
、
今
回
初
め
て
と

な
る
深
川
商
工
会
議
所
議
員
会
（
十
五

名
）
と
も
交
流
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

西
谷
議
員
会
長
と
大
石
会
頭
が
挨
拶
、

議
員
会
納
涼

議
員
会
納
涼

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

留萌市錦町4丁目 ☎0164-42-0454㈹
URL:http//www.e-morimoto.com/
mail to:webmaster@e-morimoto.com

NC・JACCS・JCB・UCほか、各クレジットカードもご利用下さい

info

家　　　具
カ ー テン
カーペット
畳　取　替

中
西
俊
司
市
長
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
、

会
場
に
は
新
鮮
な
海
の
幸
等
を
中
心
と

し
た
浜
焼
き
を
堪
能
し
た
。
ま
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
バ
ン
ド「
プ
レ
ビ
ュ
ー
」

の
ラ
イ
ブ
演
奏
が
行
わ
れ
、
歓
声
に
沸

い
た
。
最
後
に
、
北
海
道
議
会
議
員
の

浅
野
貴
博
氏
の
締
め
の
ご
発
声
に
て
納

涼
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了
し
た
。
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北海道運輸局長指定工場　各種自動車車検・整備・板金塗装

株式
会社光和自動車整備工場

留萌市南町４丁目120番地  ☎42-5903 FAX42-5928

5 月留萌港入出貨物
【積荷合計　1隻】

●木材（内航船）

●石油製品（内航船）
●石炭（内航船）
●石炭（外航船）
●セメント船（内航船）
●木くず（内航船）

1,353 ㎥　1隻

44,061K/L

4,200T

22,000T

8,378T

1,500T

　11隻

2隻

1隻

4隻

2隻

【揚荷合計 20 隻】

6 月留萌港入出貨物
【積荷合計　1隻】

●小麦（内）2隻 3,000T
●木材（内）1隻 1,352㎥ ●木材（外）1隻 2,398㎥

●石油製品（内航船）
●石炭（内航船）
●セメント船（内航船）
●砂（内航船）
●タイヤチップ（内航船）
●塩（内航船）
●廃棄物固形燃料（内航船）

26,980K/L
2,100T
6,305T
1,500T
3,070T
1,506T
1,449T

　8隻
1隻
2隻
1隻
2隻
2隻
1隻

【揚荷合計 17 隻】

【臨時寄港　1隻】

▽
６
月
１
日　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
▽
５
日　

議
員
会
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
▽

６
日　

正
副
会
頭
会
議
・
留
萌
開
発
建
設

部
へ
要
望
書
類
提
出
・
総
務
運
営
委
員
会

（
萌
商
会
幹
事
会
）・
る
も
い
吞
涛
ま
つ
り

企
画
運
営
委
員
会
▽
17
日　

正
副
会
頭
会

議
・
商
業
部
会
役
員
会
▽
24
日　

議
員
会

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
▽
26
日　

中
小
企
業
向
け「
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」▽
30
日

　

萌
商
会
第
１
回
例
会　

▽
７
月
１
日　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
▽
２
日　

る
も
い
吞
涛
ま
つ
り
企
画
運
営
委
員
会
▽

３
日　

労
働
法
改
正
の
対
応
と
福
利
厚
生

の
整
備
セ
ミ
ナ
ー
・
夜
間
金
融
経
営
相
談

室
▽
５
日
～
６
日　

第
72
回
全
道
商
工
会

議
所
大
会（
岩
見
沢
大
会
）▽
８
日　

正
副

会
頭
会
議
▽
10
日　

議
員
会
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー
▽
11
日　

あ
ん
ど
ん
部
会
・
出
場

者
代
表
会
議
・「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
る
も

い
」
留
萌
港
清
掃
事
業
▽
12
日　

第
391
回

常
議
員
会
・
第

２４３
回
臨
時
議
員
総
会
▽
22

日　

や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
警
備
委
員
会
▽
23

日　

正
副
会
頭
会
議
▽
26
日　

る
も
い
吞

涛
ま
つ
り
式
典
・
吞
涛
ま
つ
り
前
夜
祭
▽

27
日　

や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
▽
31
日　

る
も

い
元
気
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
運
営
委
員

会

業
務
日
誌

業
務
日
誌

6･

7

月

▽
経
営
一
般　

三
十
四
件

▽
金
融　
　
　
　
　

七
件

▽
税
務　
　
　
　

二
十
件

▽
労
働　
　
　

二
十
六
件

▽
計　
　
　
　

八
十
七
件

相
談
件
数

相
談
件
数

6･

7

月

当座預金 普通預金 定期預金 その他 総　額

5月 5,011 84,535 54,465 1,540 145,551

6月 6,085 79,735 61,124 2,119 149,063

割引手形 貸付手形 当座貸越 その他 総　額

5月 421 1,226 4,784 44,628 51,059

6月 539 1,247 4,854 44,556 51,196

◎預　金

 留 萌 金 融 協 会  

◎貸　出

本制度に関して詳しくは

までご連絡下さい

留萌商工会議所　会員（会員・従業員）ご家族限定留萌商工会議所　会員（会員・従業員）ご家族限定
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談

所
主
催
に
よ
り
「
中
小
企
業
向
け
Ｄ
Ｘ

セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
六
月
二
十
六

日
㈬
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ
、

十
四
名
が
受
講
し
た
。

講
師
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
地
域
共
創

担
当
の
松
田
宏
明
氏
を
招
き
、
人
手
不

足
の
状
況
下
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化

等
に
つ
い
て
解
説
し
、
受
講
者
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
昼

間
の
時
間
帯
、
お
仕
事
が
忙
し
く
留
萌

中
小
企
業
相
談
所
へ
来
所
で
き
な
い
経

営
者
・
創
業
予
定
者
の
皆
様
向
け
に
、

七
月
三
日
㈬
の
午
後
六
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
、
留
萌
産
業
会
館
を
会
場
に
夜

間
金
融
経
営
相
談
室
を
設
置
し
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国
民
生
活
事

業
の
長
谷
川
裕
規
氏
と
当
所
経
営
指
導

員
が
資
金
繰
り
相
談
や
、
経
営
一
般
、

税
務
等
の
相
談
に
応
じ
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談

所
主
催
に
よ
り
「
労
働
法
改
正
の
対
応

と
福
利
厚
生
の
整
備
」
と
題
し
て
、
七

月
三
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
会
場

（
留
萌
産
業
会
館
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催

さ
れ
、
十
一
名
が
受
講
し
た
。

講
師
に
横
浜
リ
ン
ケ
ー
ジ
社
労
士

事
務
所
代
表
で
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
蔵
中
一
浩
氏
を
招
き
、
労
働
法
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
や
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

昨
今
の
雇
用
環
境
情
勢
等
に
つ
い
て
解

説
し
、
受
講
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

留
萌
中
小
企
業
相
談
所

留
萌
中
小
企
業
相
談
所

夜
間
金
融
経
営
相
談
室
を
設
置

夜
間
金
融
経
営
相
談
室
を
設
置

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

　
労
働
法
改
正
の
対
応
と

　
労
働
法
改
正
の
対
応
と

福
利
厚
生
の
整
備
セ
ミ
ナ
ー

福
利
厚
生
の
整
備
セ
ミ
ナ
ー

高
橋　

忠
四
郎　

氏
（
九
十
才
）

株
式
会
社　

東
和
電
機　

代
表
取
締
役

七
月
十
二
日
逝
去

石
井　

久
夫　

氏
（
六
十
九
才
）

山
屋
ベ
ー
カ
リ
ー 

代
表

七
月
三
十
一
日
逝
去

お
く
や
み

新

入

会

員

紹

介

　

新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

海
に
山
に

　

代
表　

海
東　

剛
哲

　

宮
園
町
一
丁
目
五

－

六

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
群
来

　

代
表
取
締
役　

小
路　

泰
孝

　

住
之
江
町
二
丁
目
二
十
二

－

二

武
田
工
業

　

代
表　

武
田　

朋
裕

　

塩
見
町
一
三
二

－

三
十
二

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
北
海
道
㈱
留
萌
営
業
所

　

営
業
所
長　

塚
田　

健
一

　

高
砂
町
三
丁
目
一

－

五

ｍ
ｅ
ｒ
（
メ
ル
）

　

代
表　

加
我　

奈
津
希

　

泉
町
一
丁
目
八
五

－

一

㈱
フ
レ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

代
表
取
締
役　

西
村　

達
一
郎

　

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
四

－

六

恒
栄
電
設
㈱

　

代
表
取
締
役　

小
林　

永
治

　

東
京
都
北
区
岸
町
一
丁
目
八

－

十
七

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

中
小
企
業
向
け「
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」

中
小
企
業
向
け「
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」

告 示
　留萌商工会議所は、商工業の総合的な発展を図り、併せて社
会一般の福祉の増進に資する事を目的とした法律に基づく地域
総合経済団体です。
　全国各地の商工会議所は、商工会議所法第 10 条に基づき
特定商工業者について政令で定める事項を登録した「商工業者
法定台帳」の作成・整備を義務づけられており、これに該当され
ている特定商工業者の皆様も法定台帳の提出が義務付けられ
ています。
　この「商工業者法定台帳」は、市内の商工業者の実態を正確
に把握し、地域経済の活性化と地場産業の振興への円滑な運
営を図るため、貴重な資料として整備しているものであり、その台
帳にかかる費用を「負担金」として特定商工業者の皆様にご負
担頂いている次第でございますが、「負担金」の賦課については
当該事業所の同意を得る必要がありますので、本制度について「不
同意の申し立て」のある方は文書をもって当所までお申し出下さい。
なお、「不同意の申し立て」がない場合は「同意したもの」とみなし、
その旨を北海道知事宛に報告致します。

記
１．同 意 期 間      令和6年4月1日～令和8年3月31日（2カ年）
２．負担金の額      ２，０００円
３．不同意申し立て期間  令和6年9月13日（金）まで
  　　　　　　　　　　　（申立書は任意の様式）
※特定商工業者とは、商工会議所の会員・非会員にかかわらず
毎年 4 月1日現在で留萌市内に支店・営業所・工場等事業所を
設けてから6ヵ月以上が経過し、「資本金または払込み出資金総
額が 300 万円以上」又は「営業所等の従業員が 20 人以上（商
業・サービス業は 5 人）」の法人等をいいます。

特定商工業者負担金の
同意について

▽
優　

勝　

梶
原　

了
（
シ
ャ
ノ
ア
ー
ル
）

▽
準
優
勝　

橋
本　

雄
二

　

▽
一
位　
　

坂
野　

敏
男

　

▽
二
位　
　

我
妻　

明

　

▽
三
位　
　

東
原　

義
幸

な
お
、
萌
商
会
で
は
昨
年
よ
り
多

く
の
豪
華
景
品
を
用
意
し
て
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

萌
商
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

所
業
務
課
（
電
話
４
２
‐
２
０
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
六
月
例
会
『
留
萌
商
工
会

議
所
副
会
頭
杯
』
が
六
月
三
十
日
㈰
に

増
毛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
三
十
二
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

梶
原
　
了
氏
が
優
勝

萌

商

会

六
月
例
会
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し
て
い
ま
す
が
、
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
入
会
し
て
く

れ
る
会
員
、
推
薦
し
て
く
だ
さ
る
事
業

者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

自
社
に
も
同
じ
状
況
が
あ
り
、
若

い
人
材
を
確
保
す
る
事
は
難
し
く
、
や

り
方
の
工
夫
や
改
善
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
青
年
部
も
、
今
後
は
減
少
し

て
い
く
メ
ン
バ
ー
の
中
で
ど
の
よ
う
に

活
動
し
て
い
け
る
の
か
考
え
、
活
動
を

絶
や
さ
ず
継
続
し
て
い
く
事
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

副
会
長
と
し
て
こ
う
し
た
先
の
事

も
考
え
つ
つ
、
目
前
の
１
年
間
を
一
所

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

　

副
会
長　

大
嶋　

光
生

今
年
度
、
初
め
て
副
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
役
割
の
変
化
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
重
要
な
立
場
を
任
せ

ら
れ
た
事
で
、
青
年
部
の
仕
組
み
な
ど

色
々
な
事
を
学
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

そ
ん
な
中
で
思
っ
た
事
は
、
何
年

後
か
に
は
卒
業
を
控
え
た
青
年
部
メ
ン

バ
ー
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
メ
ン

バ
ー
が
減
少
し
活
動
が
縮
小
さ
れ
、
今

ま
で
出
来
て
い
た
活
動
が
出
来
な
く
な

る
懸
念
が
あ
る
こ
と
で
す
。
現
状
の
ま

ま
だ
と
、
自
分
が
卒
業
す
る
八
年
後
に

は
、
存
続
す
ら
怪
し
い
も
の
で
す
。
新

し
く
若
い
人
材
を
集
め
る
事
に
も
注
力

№111

二
〇
二
四
年
も
半
分
が
過
ぎ
あ
っ

と
い
う
間
に
夏
を
迎
え
、
留
萌
青
年
会

議
所
の
一
大
事
業
で
あ
る
「
る
も
い
吞

涛
ま
つ
り
」
の
準
備
も
始
ま
り
ま
し

た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
市
内

の
人
々
と
の
繋
が
り
の
凄
さ
や
仲
間
と

一
緒
に
過
ご
す
時
間
の
尊
さ
を
実
感
し
、

大
変
な
が
ら
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

せ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
謝
す
る
毎
日
で

す
。
ま
た
、
こ
の
半
年
を
過
ご
し
、
ま

ず
思
う
こ
と
は
一
緒
に
活
動
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
も
忙
し
く
大
変
な
な
か
で
も
青
年

会
議
所
活
動
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
、

行
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
に

出
来
る
こ
と
は
み
ん
な
が
少
し
で
も
楽

し
く
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
た

今
年
１
年
が
終
わ
る
こ
ろ
に
青
年
会
議

所
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
半
年
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
そ
し
て
留
萌
の
た
め
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

留
萌
青
年
会
議
所

　

理
事
長　

上
田　

早
紀

№199

当
所
青
年
部（
松
村
剛
会
長
）
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
ち
ゃ
っ
て
委
員
会（
加

藤
貴
章
委
員
長
）
主
管
に
よ
る
事
業
例

会「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
触
れ
、
経
済

的
に
洗
練
さ
れ
た
知
識
を
身
に
着
け

る
」
が
五
月
二
十
八
日
㈫
午
後
七
時
か

ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、
青
年

部
メ
ン
バ
ー
十
七
名
と
講
師
と
し
て
ｉ

Ｆ
Ａ
法
人　

株
式
会
社
ク
レ
ス
ト
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
よ
り
代
表
取
締
役 

川

村
忠
氏
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

本
事
業
例
会
で
は
、
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
つ
け
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
わ
せ
た
資
金
作
り
や
家
計
の
や
り
く

り
、
節
約
な
ど
の
合
理
的
な
お
金
の
管

理
を
学
び
、
特
に
企
業
型
確
定
拠
出
年

金
に
つ
い
て
、
実
際
に
導
入
・
自
社
の

福
利
厚
生
を
充
実
し
離
職
率
の
低
減
に

繋
げ
る
よ
う
深
く
理
解
す
る
事
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。

松
村
会
長
の
挨
拶
後
、
加
藤
委
員
長

よ
り
趣
旨
説
明
、
講
師
の
川
村
氏
を
紹

介
後
、「
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
有

効
活
用
～
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
の
創

造
へ
向
け
て
～
」
と
題
さ
れ
た
講
話
を

し
て
頂
い
た
。

講
話
で
は
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金

（
Ｄ
Ｃ
）
制
度
に
つ
い
て
、
前
半
は
今

後
の
経
済
の
変
遷
や
日
本
人
の
金
融
商

品
へ
の
意
識
の
現
状
を
踏
ま
え
、
な
ぜ

制
度
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、
後
半

は
実
際
に
運
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ

イ
ン
ト
や
心
が
け
る
べ
き
点
に
つ
い
て
、

二
部
に
渡
っ
て
語
っ
て
頂
き
、
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
　
事
業
例
会

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
　
事
業
例
会

『
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
触
れ
、
経
済
的
に
洗
練
さ
れ
た
知
識
を
身
に
着
け
る
』

『
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
触
れ
、
経
済
的
に
洗
練
さ
れ
た
知
識
を
身
に
着
け
る
』

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
　
地
域
貢
献
事
業

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
　
地
域
貢
献
事
業

　『「
聖
園
幼
稚
園

　『「
聖
園
幼
稚
園  

園
庭
遊
具
」
が
っ
ち
り
塗
装
に
挑
戦
！
』

園
庭
遊
具
」
が
っ
ち
り
塗
装
に
挑
戦
！
』

　
　
　『「
み
ど
り
保
育
園
」
園
庭
整
備
に
挑
戦
！
』

　
　
　『「
み
ど
り
保
育
園
」
園
庭
整
備
に
挑
戦
！
』

　
　
　
　
　『「
か
も
め
幼
稚
園

　
　
　
　
　『「
か
も
め
幼
稚
園  

ウ
サ
ギ
御
殿
」
新
設
に
挑
戦
！
』

ウ
サ
ギ
御
殿
」
新
設
に
挑
戦
！
』

る
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

七
月
ま
で
に
第
一
弾
か
ら
第
三
弾

ま
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
聖
園
幼
稚
園
、

み
ど
り
保
育
園
、
か
も
め

幼
稚
園
の
遊
具
や
園
庭
の

整
備
を
行
っ
た
。
資
材
に

つ
い
て
は
会
員
企
業
が
無

償
に
て
提
供
を
し
て
い
る
。

松
村
会
長
は
、
今
年
度

の
会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
る「
挑
戦
」
に
基
づ
き
、

今
後
も
留
萌
の
た
め
に

色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き

た
い
と
し
て
い
る
。

当
所
青
年
部（
松
村
剛
会
長
）
佐
々

木
忠
孝
特
命
理
事
・
加
藤
健
太
特
命
理

事
の
主
管
に
よ
る
奉
仕
活

動
事
業「
地
域
貢
献
事
業
」

が
五
月
十
一
日
㈯
・
十
二

日
㈰
の
第
一
弾
以
降
不
定

期
で
実
施
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
故
郷
る
も

い
と
未
来
の
地
域
を
担
う

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
ま

た
留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
Ｐ
Ｒ
と

自
己
研
鑽
を
兼
ね
て
、
地

域
貢
献
事
業
を
す
す
め
、

そ
の
中
で
、
地
域
と
各
事
業
所
と
の
繋

が
り
を
つ
く
り
、
今
後
の
活
動
を
広
げ
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慶祝・法要会食プラン 丸喜では、皆様のご予算に合わせ、御祝いの趣旨や
お好みの料理に合わせてご用意いたします。

出張、出前も承っておりますので
お気軽にご相談下さい。

ご法要祭壇は無料でご用意しております。
当日はご位牌と写真をご持参ください。お部屋、
祭壇、お供物のお仕度まですべてご用意いたします。
（お花、お菓子、果物は別途料金となります）

https://www.rumoi-maruki.com/

⑦

「
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
」
は
、
七
月

二
十
六
日
㈮
前
夜
祭
、
二
十
七
日
㈯
は

市
内
目
抜
き
通
り
を
舞
台
に
「
や
ん
衆

あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

前
夜
祭
は
、
留
萌
産
業
会
館
特
設

会
場
で
開
か
れ
、
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
が
披

露
さ
れ
、「
留
萌
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」

歌
手
松
前
ひ
ろ
子
氏
を
迎
え
て
の
歌
謡

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
来
場
し
て
い
た

市
民
は
歓
声
に
沸
い
て
い
た
。

会
場
に
は
市
内
で
飲
食
店
を
経
営

す
る
お
店
が
出
店
し
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
で
喉
を
潤
し
、
焼
き
鳥
、
焼

き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
た
こ
焼

き
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

最
後
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
前
夜
祭
を
終
了
し
た
。

翌
日
は
、
今
年
で
第
三
十
五
回
目

を
迎
え
る
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
は
、
昨
年

と
同
じ
コ
ー
ス
で
、
出
発
式
を
錦
町
の

タ
ニ
薬
局
前
交
差
点
・
ゴ
ー
ル
を
お
勝

手
屋
「
萌
」
交
差
点
に
し
て
、
大
あ
ん

ど
ん
六
基
・
中
小
あ
ん
ど
ん
五
基
の
合

わ
せ
て
十
一
基
が
参
加
し
た
。

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
錦
町
の
タ

ニ
薬
局
前
交
差
点
で
出
発
式
が
行
わ
れ

神
事
、
大
会
長
の
中
西
俊
司
市
長
の
あ

い
さ
つ
、
女
み
こ
し
参
加
者
に
よ
る

三
本
締
め
の
あ
と
、
午
後
六
時
四
十
分

に
ス
タ
ー
ト
し
、
国
道
二
三
一
号
か
ら

市
道
北
八
条
通
り
お
勝
手
屋
「
萌
」
交

差
点
に
向
け
て
行
進
し
、
大
小
そ
れ
ぞ

れ
個
性
豊
な
あ
ん
ど
ん
が
次
々
に
登
場
。

鮮
や
か
な
色
彩
を
は
な
ち
沿
道
を
埋
め

た
見
物
客
を
魅
了
し
た
。

北
八
条
通
り
で
は
趣
向
を
凝
ら
し

た
迫
力
満
点
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
繰

り
広
げ
ら
れ
見
物
客
か
ら
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
栄
町
お
み
や
げ
処

お
勝
手
屋
「
萌
」
前
の
五
差
路
が
会
場

と
な
り
、
駅
前
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
全

あ
ん
ど
ん
が
終
結
し
、
実
行
委
員
長

の
大
石
昌
明
会
頭
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

大
あ
ん
ど
ん
か
ら
餅
ま
き
、
子
供
向
け

の
菓
子
が
手
渡
さ
れ
、
る
も
い
吞
涛
ま

つ
り
企
画
運
営
委
員
長
の
串
橋
伸
幸
副

会
頭
に
よ
る
一
丁
締
め
で
閉
会
し
た
。

参
加
団
体
・
企
業
は
次
の
と
お
り

【
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
参
加
団
体
】

◎
あ
ん
ど
ん
広
報
車 

留
萌
商
工
会
議
所

青
年
部【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
女
み
こ
し（
一
般
参
加
者
・
加
藤
水
産

＆
や
ま
か「
外
国
人
実
習
生
」

◎
は
ね
と
集
団
＆
音
車【
井
原
水
産
】

◎
イ
エ
マ
ン
ジ
ャ
ー（
演
奏
）

◎
留
萌
市
議
会
議
員
会【
中
小
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
振
興
局
・
留
萌
教
育
局【
中
小
あ

ん
ど
ん
】

◎
留
萌
市
建
設
業
協
会【
中
小
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
中
小
あ
ん
ど
ん
】

出発式出発式

参与・正副会頭参与・正副会頭

20242024

る
も
い

る
も
い

呑
涛
ま
つ
り

呑
涛
ま
つ
り

迫
力
の
あ
ん
ど
ん
行
列

　
　は
ね
と
乱
舞
「
ラ
イ
ヤ
！
」

　
　
　
　
　第
三
十
五
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

◎
留
萌
市
職
員
福
利
厚
生
会【
大
あ
ん

ど
ん
】

◎
留
萌
信
用
金
庫【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ【
大
あ
ん

ど
ん
】

◎
留
萌
や
ん
衆
太
鼓「
雷
舞
」【
中
小
あ

ん
ど
ん
】

◎
留
萌
商
工
会
議
所
・
第
26
普
通
科
連

隊【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
留
萌
青
年
会
議
所【
大
あ
ん
ど
ん
】

◎
日
本
郵
政
㈱
留
萌
郵
便
局

◎
海
上
自
衛
隊
余
市
防
備
隊
第
１
ミ
サ

イ
ル
艇
隊
く
ま
た
か

【
は
ね
と
参
加
団
体
】

◎
井
原
水
産
㈱

◎
㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス

◎
一
般
参
加
者

◎
市
内
小
中
学
生
・
高
校
生

◎
留
萌
開
発
建
設
部

◎
留
萌
市
国
際
交
流
協
会

【
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
協
賛
企
業
】

◎
留
萌
小
売
酒
販
組
合

◎
北
酒
販
㈱
留
萌
支
店

◎
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

広報あんどん（留萌商工会議所青年部）広報あんどん（留萌商工会議所青年部）留萌商工会議所・第26普通科連隊留萌商工会議所・第26普通科連隊
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各小中学校・一般参加者・留萌郵便局各小中学校・一般参加者・留萌郵便局 留萌市国際交流協会留萌市国際交流協会

留萌市議会議員留萌市議会議員

留萌開発建設部留萌開発建設部

留萌振興局・留萌教育局留萌振興局・留萌教育局留萌やん衆太鼓「雷舞」留萌やん衆太鼓「雷舞」

留萌みなとライオンズクラブ留萌みなとライオンズクラブ

留萌ロータリークラブ留萌ロータリークラブ

女みこし女みこし

イエマンジャーイエマンジャー

（一社）留萌青年会議所（一社）留萌青年会議所

留萌信用金庫留萌信用金庫

井原水産㈱音車井原水産㈱音車

フィナーレ会場フィナーレ会場

㈲

留萌市建設業協会留萌市建設業協会

留萌市職員福利厚生会留萌市職員福利厚生会
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留萌商工会議所
LINE公式アカウント
はじめました！

お問合せ先

補助金・助成金・セミナー・イベントなど
　　　　　　　　経営に役立つ情報をいち早くお届けします

お 友 達 募 集 中 ！お 友 達 募 集 中 ！

留萌商工会議所　中小企業相談所
〒077-0044 留萌市錦町1丁目1-15　Mail：rcci@rumoi.or.jp　TEL：0164-42-2058

ＩＤ：rumoi-cci

会員 ・ 非会員問わず、無料でご登録いただけます。

ＬＩＮＥアプリの「ホーム」の
　　検索

から「留萌商工会議所」を検索。
ＬＩＮＥアプリの「ホーム」右上　　 から
  ＱＲ  をタップで右記のコードを撮影。またはまたは

⑨

経営     知識経営     知識豆豆
№106

三協石油株式会社
代表取締役　花　坂　　　孝

留萌市栄町２丁目２番６号　電話㈹４２－０５４２

企
業
　

企
業
　  

情
報
情
報

　
　
　
中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

　
　
　
中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
り

徳
◆小規模事業者経営改善資金融資制度◆

商 工 会 議 所 の 推 薦 で
無担保・無保証人融資
が 受 け ら れ ま す　 　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マ ル経資金
●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

金利1.45％

●融資対象
市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が20
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

留萌市の利子補給で0.45％
※適用には条件があります。（　　　　　　 ）

労働保険でお悩みの方 
留萌商工会議所の労働保険

事務組合に事務委託しませんか。
●委託できる事務の範囲
①概算保険料、確定保険料などの申告及び納

付に関する事務
②保険関係成立届、雇用保険事業所設置届の

提出等に関する事務
③労災保険の特別加入の申請等に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務
⑤その他労働保険についての申請、届出、報

告に関する事務

労働保険事務組合加入のメリット

【当所の会員事業所が対象となります。詳しくはＴＥＬ４２－２０５８へ】

労働保険事務を事
業主に代わって処
理しますので、事
務の手間が大幅に
軽減されます。

労災保険に加入する
ことができない事業
主や家族従業員など
も、労働保険事務組
合では特別に労災保
険に加入することが
できます。

労働保険料の額に
かかわりなく３回
に分割納付するこ
とができ、納付の
負担が楽になりま
す。
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本　社　留萌市旭町３丁目10-18　TEL（0164）43-3333　FAX（0164）43-3111

代表取締役会長　加　藤　泰　敬

代表取締役社長　加　藤　貴　章

Q&Aコーナー
商工会議所について毎月お答えします。

商工会議所

補助金・助成金等経営に

役立つ情報をいち早く知

りたいのですが？

この度、留萌商工会議所では
LINE公式アカウントをはじめ
ました。こちらで随時情報を
発信します。

登録方法はどのようにし
たらいいでしょうか？

QRまたはLINEアプリの画面か
ら「留萌商工会議所」と検索す
ると登録画面に進みます。詳
しくはかいぎしょNEWS8・9月
号の9ページをご覧ください

No.1079
月
12
日
㈭
、
10
月
10
日
㈭　
「
一
日
公
庫
」
金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
! !
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

8月・9月・10月 留萌商工会議所8月・9月・10月 留萌商工会議所及び及び市内行事予定市内行事予定

８月２０日（火）

８月２３日（金）

９月　１日（日）

９月　２日（月）

９月１１日（水）

９月１２日（木）

９月２２日（日）

９月２８日（土）

１０月　１日（火）

１０月　４日（金）

１０月１０日（木）

１０月１５日（火）

◆

●

●

●

●

●

◆

●

●

●

●

●

留萌市平和祈念式典（留萌市役所 0164-42-1801）

留萌市暴力追放運動推進協議会　夏の街頭啓発

留萌市勤労者共済会　会員親睦バスツアー

ごみ・ゼロ運動

ＢＣＰ（事業継続計画）作成セミナー

一日公庫

留萌ライオンズクラブチャーターナイト６５周年式典・祝賀会

萌商会　第2回ゴルフ例会

ごみ・ゼロ運動

第６５回留萌商工会議所会員大会＆会員親睦交流会

一日公庫

商工会議所後期会費　口座振替日

●…商工会議所関連行事　◆…市内行事

※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

「街の顔」

休日はバイクに乗って出かけることが多い。

色々な街を通る時、街の雰囲気が伝わって来ることがある。

ほぼその街のメイン通りにはなりますが、雑草がキレイに整備

されていたり花や街路樹で飾られてたりすると通るだけだが何だ

か気持ちが良い。

そんな街は不思議とゴミもあまり落ちていない。

人口が少ない小さな街に多い気がする。

住んでいる皆さんが大切にしている街なんだなぁ～と思う。

裏の通りがどうなっているのかはわからないけど、せめてメイ

ンの通りは、通る人が気持ち良く感じてもらえるようにしておく

事が、住んでいる人や、その街に来てくれる人にもおもてなしの

気持ちに繋がるものなんだと改めて考えさせられた。

手間も時間もお金もかかるかとは思うけど街はみんなでキレイ

にして気持ちの良い街に！


